
平成 31 年（2019 年）1 月１日　　　　　　　　　　　　　　　 日 本 大 学 通 信 教 育 部 校 友 会 報     　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 94 号　（2）
　
本
県
で
６
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
第
36
回
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
は
、盛
岡
市
つ
な
ぎ

温
泉「
愛
真
館
」で
26
名
が

参
加
し
て
、９
月
30
日
㈰
午

後
２
時
30
分
か
ら
行
わ
れ

た
。開
会
は
、青
森
の
奥
野

賢
一
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨

拶
に
続
き
、山
本
良
吉
副
会

長
が
来
賓
の
挨
拶
を
し
た
。

本
県
の
菅
原
忠
文
支
部
長

は
、台
風
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
勢
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、

ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
欲
し

い
と
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　
講
演
会
は
、予
定
し
て
い

た
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
池

上
惇
先
生
が
、台
風
で
新
幹

線
が
不
通
と
な
り
出
席
で
き

か
ね
た
た
め
、急
き
ょ
講
演

要
旨
を
メ
ー
ル
で
届
け
て
い

た
だ
い
た
。そ
の
内
容
が
30

ペ
ー
ジ
に
も
及
ん
だ
た
め
、

ご
紹
介
に
と
ど
め
て
後
日
各

支
部
長
あ
て
に
お
届
け
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
講
話
は
、「
窯
に

宿
る
陶
芸
の
魅
力
」と
題
し

て
本
県
の
高
橋
康
幸
監
査
が

　
平
成
30
年
度
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
は
、福
井
県
が

担
当
し
て
、平
成
30
年
10
月

27
日
㈯
午
後
４
時
か
ら
福
井

県
あ
わ
ら
市
舟
津
の「
あ
わ

ら
温
泉
　
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳

泉
」に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、通
信
教
育
部

校
友
会
長
代
理
の
田
添
正

氏
、長
野
県
支
部
３
名
、新

潟
県
支
部
４
名
、富
山
県
支

部
２
名
、石
川
県
支
部
３
名
、

福
井
県
支
部
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
総
合
司
会
は
ブ
ロ
ッ
ク
長

舘
聖
氏
が
務
め
、新
潟
県
支

部
の
和
泉
正
二
氏
に
対
し
、

本
部
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た

後
、総
会
次
第
に
よ
り
進
行

ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
岩
手
県
支
部
主
催
）

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
総
会  

（
福
井
県
支
部
主
催
）

行
っ
た
。高
橋
氏
は
、陶
芸
や

彫
刻
等
の
多
彩
な
趣
味
を
生

か
し
た
作
品
を
持
参
し
て
、

参
加
者
に
見
て
い
た
だ
き
な

が
ら
話
さ
れ
、そ
の
卓
越
し

た
腕
前
に
称
賛
の
拍
手
が
沸

い
た
。続
い
て
参
加
者
全
員

の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
て
、

各
県
の
活
動
状
況
や
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。司

会
進
行
を
し
た
奥
野
ブ
ロ
ッ

ク
長
は
、台
風
の
影
響
も
あ

り
そ
の
日
帰
省
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、そ
の
前
に
全
員
で

記
念
写
真
に
納
ま
っ
た
。

　
入
浴
後
は
、懇
親
会
が
飲

み
放
題
で
開
会
さ
れ
、本
県

の
櫻
庭
豊
太
郎
幹
事
の
進
行

で
次
々
に
各
県
自
慢
の
出
し

物
で
賑
わ
っ
た
。引
き
続
き

二
次
会
が
設
定
さ
れ
、時
の

経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
賑

わ
っ
た
。二
次
会
の
終
了
時

に
は
、参
加
者
全
員
が
円
陣

を
組
み「
北
国
の
春
」を
歌
い
、

再
会
を
誓
っ
て
お
開
き
と

な
っ
た
。

　   （
文
責
　
藤
井
　
洋
治
）

し
ま
し
た
。

⑴
開
会
の
辞
　

富
山
県
支
部
長
　
古
岡 

一治

⑵
校
歌
斉
唱
　
　
舘
　  

聖

⑶
挨
拶
　
　
　
　
舘
　  

聖

⑷
来
賓
挨
拶
　

校
友
会
長
代
理
　
田
添   

正

　
関
正
晴
通
信
教
育
部
長

及
び
鈴
木
勝
校
友
会
長
に
代

わ
り
通
信
教
育
部
の
現
状
に

つ
い
て
の
説
明
の
後
、㈠
日

本
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
、

㈡
日
本
大
学
通
信
教
育
部

校
友
会
に
つ
い
て
、㈢
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
つ
い
て
、

㈣
通
信
教
育
部
校
友
会
の
活

動
・
活
性
化
に
つ
い
て
、と
項

目
を
あ
げ
て
現
状
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
第
38
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
は
、平
成
30
年
８
月
25
日

15
時
よ
り
、松
江
市
殿
町
サ

ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
で
開

催
。出
席
者
は
、校
友
会
鎌

子
健
副
会
長
、オ
ー
ル
日
大

真
野
哲
夫
松
江
事
務
局
長
、

谷
川
広
島
県
支
部
長
以
下

３
名
、佐
伯
山
口
県
支
部
長

以
下
２
名
、大
黒
岡
山
県
幹

事
、坂
本
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

兼
島
根
県
支
部
長
以
下
３

名
、合
計
14
名
。鳥
取
県
は

残
念
な
が
ら
不
参
加
で
今

後
の
課
題
。

　
河
野
島
根
県
幹
事
の
司
会

に
よ
り
開
会
。鎌
子
副
会
長

が
、埼
玉
県
校
友
会
の
今
日

の
活
性
化
は
情
熱
、地
道
、

絆
を
結
ぶ
努
力
だ
と
自
ら
の

実
践
を
披
露
。審
議
は
坂
本

が
議
長
と
な
る
。年
会
費
納

入
は
郵
便
振
替
用
紙
が
各
県

に
定
着
し
て
い
る
、広
島
、山

口
の
オ
ー
ル
日
大
と
の
取
り

組
み
、11
月
に
広
島
県
と
奈

良
県
校
友
会
の
交
流
並
び
に

正
倉
院
展
研
修
の
予
告
、31

年
度
総
会
山
口
県
主
催
の
決

定
、後
継
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

選
任
は
世
代
交
代
を
考
え
た

い
、を
提
起
し
て
終
了
。

　
記
念
撮
影
終
了
後
、記
念

講
演「
松
江
の
お
茶
文
化
」

中
村
茶
舗
社
長
中
村
寿
男

氏
、そ
し
て
懇
親
会
。７
月

豪
雨
災
害
被
災
の
岡
山
県
校

友
安
部
通
宏
氏
に
個
人
的
に

募
金
を
募
っ
た
。26
日
は
希

望
者
だ
け
で
市
内
観
光
。

      （
文
責
　
坂
本
　
育
穂
）

支
部
だ
よ
り

北 

海 

道 

石 

狩 

支 

部 

総 

会

　
平
成
30
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
は
、鹿
児
島
県
支
部

が
担
当
し
、通
信
教
育
部
事

務
局
長
西
野
光
様
・
校
友
会

長
鈴
木
勝
様
外
、九
州
各
県

か
ら
総
勢
19
名
の
出
席
を
得

て
、平
成
30
年
７
月
28
日
㈯

鹿
児
島
市
の
郷
土
料
理
さ
つ

ま
路
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
鹿
児
島
県
支
部

幹
事
長
牧
迫
正
晃
の
進
行

で
、開
催
の
挨
拶
に
続
い
て
、

物
故
者
へ
黙
祷
、校
歌
斉
唱
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長
松
尾
志

郎
・
鹿
児
島
県
支
部
長
古
市

重
喜
が
挨
拶
、鈴
木
勝
会
長

か
ら
校
友
会
の
近
況
、西
野

光
事
務
局
長
か
ら
学
校
の
現

状
を
含
め
て
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

　
続
い
て
校
友
会
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
熊
本
県
支
部
永
村

時
生
氏
と
鹿
児
島
県
支
部
田

実
秀
明
氏
に
、感
謝
状
・
表

彰
状
が
鈴
木
会
長
か
ら
授
与

さ
れ
た
。

　
当
日
、所
用
の
為
出
席
で

き
な
か
っ
た
、校
友
会
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
長
坂
本
育
穂
様
、

沖
縄
県
支
部
長
宮
城
政
三
郎

様
、オ
ー
ル
日
大
鹿
児
島
県

支
部
長
倉
園
一
雄
様
、前
鹿

児
島
県
支
部
長（
現
霧
島
市

議
会
議
員
）松
枝
正
浩
様
、

通
信
教
育
部
第
20
代
応
援

団
長
松
尾
國
盛
様（
熊
本
県

天
草
市
在
住
）、同
じ
く
第

23
代
団
長
山
本
賢
一
様（
天

草
市
在
住
）か
ら
、ご
盛
会

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
古
市
支
部

長
が
披
露
し
ま
し
た
。

　
各
県
支
部
の
活
動
報
告
で

は
、各
支
部
と
も
高
齢
化
と

新
入
会
員
が
皆
無
で
役
員
の

若
返
り
が
で
き
な
い
。そ
ん

な
中
、オ
ー
ル
日
大
と
の
交

流
を
実
施
し
て
い
る（
佐
賀
、

熊
本
、宮
崎
）と
報
告
が
あ

り
、鈴
木
会
長
か
ら
も
、オ
ー

ル
日
大
と
交
流
し
て
人
間
関

係
を
広
め
て
い
た
だ
く
よ
う

助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、鈴
木
会
長
か
ら
叙

勲
褒
賞
受
章
者
の
情
報
を
写

真
付
き
で
校
友
会
会
報
に
掲

載
す
る
た
め
、本
人
の
了
承

を
得
て
提
供
す
る
よ
う
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、写
真
撮
影・

懇
親
会
を
行
い
、鹿
児
島
県

支
部
顧
問
北
山
正
夫
氏
が
挨

拶
と
乾
杯
の
発
声
を
し
て
親

睦
を
深
め
た
。懇
親
す
る
中

で
、古
市
支
部
長
か
ら
、来

年
度
沖
縄
県
を
会
場
と
し
て

開
催
で
き
な
い
か
提
案
し
、

鈴
木
会
長
・
松
尾
ブ
ロ
ッ
ク

長
・
長
浦
長
崎
県
支
部
会
計

の
同
意
を
得
て
、古
市
支
部

長
が
宮
城
沖
縄
県
支
部
長
に

依
頼
の
手
紙
を
出
す
こ
と
と

な
っ
た
。

　
最
後
に
来
年
度
開
催
県
の

長
崎
県
支
部
長
浦
氏
の
万
歳

三
唱
で
懇
親
会
を
閉
じ
た
。

　
鹿
児
島
県
支
部
顧
問
北

山
正
夫
氏
が
、地
元（
薩
摩

川
内
市
）高
齢
者
ク
ラ
ブ
発

行『
文
化
伝
承
流
れ
雲
』に

投
降
さ
れ
た
、薩
摩
の
英
傑

「
小
松
帯
刀
」の
記
事
を
出
席

者
に
配
布
し
た
。今
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど

ん
』に
も
、小
松
帯
刀
は
登

場
し
て
い
る
。

　
鹿
児
島
県
支
部
か
ら
は
、

「
小
松
帯
刀
」と
い
う
銘
柄
の

焼
酎
を
県
外
か
ら
の
参
加
者

に
贈
っ
た
。

 

　  （
文
責
　
古
市
　
重
喜
）

　
そ
し
て
、田
添
氏
が
編
集

作
成
さ
れ
ま
し
た「
デ
ジ

ブ
ッ
ク
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
い

た
し
ま
し
て
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

⑸
議
事

①
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
に
つ
い
て

②
各
支
部
の
活
動
報
告

長
野
県
支
部
　
原
田
支
部
長

新
潟
県
支
部
　
入
田
支
部
長

富
山
県
支
部
　
古
岡
支
部
長

石
川
県
支
部
　
中
橋
支
部
長

福
井
県
支
部
　
佐
賀
支
部
長

③
次
回
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
開

催
支
部
を
長
野
県
支
部
と
決

定
。

　
議
事
は
参
加
者
全
員
で
確

認
を
い
た
し
ま
し
た
。

⑹
閉
会
の
辞
　

富
山
県
支
部
長
　
古
岡 

一治

⑺
記
念
撮
影

⑻
懇
親
会

　
富
山
県
支
部
長
古
岡
一
治

氏
の
進
行
で
開
宴
し
、佐
賀

美
博
福
井
県
支
部
長
の
歓
迎

の
挨
拶
並
び
に
来
賓
の
挨
拶

及
び
乾
杯
を
田
添
正
校
友
会

長
代
理
よ
り
戴
き
ま
し
て
宴

に
入
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、舘
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
謡
曲「
鞍
馬
天
狗
」

で
始
ま
り
ま
し
た
。一年
振
り

の
再
会
と
賑
や
か
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
て
、最
後
に
長

野
県
支
部
長
原
田
重
美
氏
の

「
次
回
開
催
県
ア
ピ
ー
ル
」と

「
万
歳
三
唱
」を
も
っ
て
長
野

県
で
の
再
会
を
約
束
し
て
散

会
い
た
し
ま
し
た
。

　   （
文
責
　
佐
賀
　
美
博
）

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会  

（
島
根
県
支
部
主
催
）

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
総
会  

（
鹿
児
島
県
支
部
主
催
）

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
総
会  

（
三
重
県
支
部
主
催
）

　
平
成
30
年
度
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
は
三
重
県
支
部
が
担

当
し
、平
成
30
年
10
月
21
日

㈰
に
桑
名
市
立
精
義
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。来
賓
と

し
て
鈴
木
孝
司
副
会
長
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
静
岡
県
３
名
、愛
知
県
１

名
、岐
阜
県
１
名
、三
重
県

４
名
、来
賓
の
鈴
木
孝
司
副

会
長
の
計
10
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、校
歌
斉
唱
に

は
じ
ま
り
、各
県
の
報
告
、そ

し
て
鈴
木
孝
司
さ
ん
よ
り
大

学
の
現
状
の
お
話
を
賜
わ
り

ま
し
た
。

　
総
会
も
終
わ
り
、懇
親
会

は
桑
名
名
物
ハ
マ
グ
リ
料
理

で
有
名
な「
歌
行
燈
」へ
移
り
、

静
岡
県
の
石
川
貞
夫
さ
ん
の

一本
締
め
で
終
わ
り
ま
し
た
。

         （
文
責
　
大
形
　
弘
）
　
平
成
30
年
７
月
７
日
㈯
正

午
よ
り
、札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
於
い
て
、13
名
の
出

席
を
頂
き
、石
狩
支
部
総
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
支
部
長
の
挨
拶

後
、議
長
に
は
川
田
順
一
氏

が
選
出
さ
れ
、29
年
度
事
業

報
告
、決
算
報
告
、会
計
監

査
報
告
を
終
え
、30
年
度
事

業
計
画
、予
算
案
、役
員
改

選
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。議
案
は
全
て
承
認

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
役
員
改
選
は
難
を

呈
し
、役
員
補
充
に
は
数
名

が
必
要
で
す
が
、総
会
出
席

者
か
ら
選
出
す
る
の
は
極
め

て
難
し
く
、定
員
を
満
た
す

事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
中
で
も
今
回
、

副
幹
事
長
に
佐
藤
翔
太
さ

ん
、新
幹
事
に
藤
原
光
子
さ

ん
が
受
託
し
て
下
さ
り
ま
し

た
。支
部
会
則
よ
り
は
少
な

い
役
員
数
で
す
が
、今
後
も

よ
り
一
層
、支
部
の
活
性
化

を
は
か
る
事
を
決
議
致
し
ま

し
た
。

　
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
、会
員
か
ら
の
希
望
が
あ

り
、小
樽
芸
術
村
と
水
族
館

に
決
定
致
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ
で

の
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
気
分
を

味
わ
い
、秋
の
紅
葉
と
芸
術

を
堪
能
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
程
は
９
月
22
日
㈯
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
又
、新
年
会
は
平
成
31
年

２
月
２
日
㈯
に
決
定
。多
く

の
会
員
が
参
加
で
き
る
様
、

会
員
相
互
が
声
を
か
け
合
う

事
を
決
議
し
、総
会
は
盛
会

の
中
、閉
会
致
し
ま
し
た
。

　   （
文
責
　
作
田
　
良
子
）


